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これらは現実と未来を認識し、それらへのすべての対応を自己とすることである。それら変

化に対しての万全な企業構築は、企業経営の健全さであり、社内風土の正しさを与えるもの

である。 

 

これら企業経営の安心感はその未来の創造を与え、社員が不安を自己とするのでなく、安心

を得るものである。これらは唯一企業努力の結果であり、経営者の資質によるものである。 

 

これらが時代システムと基準を自己として新たな未来を求めることは、企業の大きな飛躍

であり、未来という新しい現実への参加である。 

 

これらはすべての状況の認識と分析において企業の確立を行うことであり、それに対する

企業の内容の整備は、すべての状況に対応できる万全性を行うものである。 

 

これらを自己システムとすることは、企業の正しいサイクルの創造であり、優れた企業環境

の実現なのである。 

 

これらは不安という社員の動揺は企業において肯定されない。それは、経営の健全性と正し

さが企業を与えることができるのである。 

 

これら正しい企業環境の育成が企業の絶対的な健全性の確立なのである。 

 

これら視点において企業の再構築を求めることは、その企業環境が未来という現実への正

しい対応を実現できるものである。 

 

これらは各部署における情報分析や市場分析など、ビックデータの分析などの環境ととも

に、適切な企業経営の実現を与えることは企業の向上であり、これらデータドリブン経営の

必要性であると考える。 

 

また企業のすべての現実においてそれら視点とサイクルを育成することは、より優れた企

業と経営環境の実現を与えるものである。 


